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第1章 全体概要

１　委託業務名
　　福井原子力センター「あっとほうむ」映像ホールシステム改修業務

２　調達の背景と目的
（1） 背景
　　　福井県原子力センター「あっとほうむ」は、昭和５１年に建設され、発電の仕組みや特徴等の情報を分かりやすく解説した展示や体験型のアトラクションなどにより、エネルギー・原子力について、楽しみながら学ぶことができる施設として、年間を通じ多くの来館者が訪れている。
その中でも、「あっとシアター」は、校外学習で訪れる小中高校の児童・生徒や休祝日の親子連れなど、来館者の大部分が体験する設備であり、アンケートの結果を見ても人気の高い、館のメインコンテンツである。
しかし、現在のシステムは平成２３年度に整備し、設備の老朽化が進むとともに、東日本大震災後に原子力・エネルギーを取り巻く状況が大きく変化する中、映像コンテンツの内容が現状と合致しない部分もあるなどの課題もあることから、映像ホールシステムの改修を行うものである。

（2） 目的
　　　現在の映像ホールシステムを構築しているパソコンは、OSにWindows7を使用しているため、既にサポートが終了し、故障時には部品の調達が困難な状況となっている。
　　　また、アニメーション等のコンテンツについては、flashプレーヤーで構築されているため、セキュリティリスク等によりサポートが終了している現在では、新たなOSへの移行ができず、プログラムの流用も困難な状況となっている。
　　　そのため、パソコン等の制御機器の更新とともに、コンテンツの更新も行う必要があり、本業務においては、システムの全面改修を行うこととし、今後も円滑な映像ホールシステムの運営を行うことを目的とする。

３　委託期間
　　　契約締結日から令和１０年３月２４日（金）まで


４　調達の範囲
　　今回の委託業務の範囲は、次のとおりとする。
　・システム設計（基本設計、詳細設計）
　・プログラム制作
　・開発したプログラムを運用するハードウェア、周辺機器の調達
　・操作（運用）研修、マニュアル作成、初期運用サポート

５　成果品等
　　・納入物件はその物件が必要となる時期に納品すること。ただし、その内容に変更が生じた場合は、速やかに最新情報に差し替えること
　　・納入物件は文書およびＣＤ－ＲＯＭにより納入することとし、ドキュメント類についてはWord、Excel、Powerpoint等で作成するなど、県がメンテナンス作業を容易に行えるよう考慮すること
・納入場所は福井県防災安全部原子力安全対策課とし、納入物件および納入時期は下表のとおりとする。

	成果品
	部数
	納入時期

	①基本設計書
	２部
	基本設計終了後

	②詳細設計書
	２部
	詳細設計終了後

	③プログラム設計書
	２部
	契約履行期間内

	④各テスト計画書
各テスト結果報告書
	２部
	契約履行期間内

	⑤操作説明書
	１０部
	契約履行期間内

	⑥運用マニュアル
	１０部
	契約履行期間内

	⑦開発作業明細書
	各１式
	開発業務着手前、契約履行期間内



６　検収方法
（１）システムテスト（総合テスト）
・検収を受けるにあたっては、受託者は十分な単体テストおよび結合テストを行ったうえで、総合テストを実施すること
・すべてのテスト結果をテスト結果報告書として提出すること
・総合テストにおいて指摘があった場合には、担当職員の指示に従い、適切な処置を施すこと
（２）完成検査
・すべてのテスト終了後、担当職員が「５　成果品等」の記載内容を検査する。
・完成検査において指摘があった場合には、担当職員の指示に従い、適切な処置を施すこと。
第2章 現行システム概要
　１　主な概要
　　・平成２３年度に全面更新した機器、プログラム
・５０台の参加者卓にパソコン、タッチモニターを設置し、２名ずつ１００人が同時に体験できるシステム
・クイズ、ゲーム、ムービーショーにより、原子力・エネルギーについて学習する構成
・オープニングからストーリー映像、ゲーム等の体験をアプリケーションで進行管理を行えるシステム
　　・３台のプロジェクターにより、３画面構成でスクリーンに映像を投影
　　・アニメーション映像については、１つの映像ソースを３面分に切り分け、Blue-ray再生機器３台から各プロジェクターに同時に出力を行うシステム
　　・参加者卓にWEBカメラを設置し、全ての席のカメラ映像を運用システムにインプットし、参加者映像の切り替えが可能（キャプチャ機能付き）

　＜クイズ・ゲーム＞
　　・５種類のゲームプログラムを回答者パソコンにインストールし、運用パソコンから回答者パソコンへローカルで立ち上がるよう制御するシステム
　　・クイズ、ゲームのスコアをランキング形式で集計する機能

　＜バーチャルアクター＞
　　・キャラクターのアニメーション動画各種をテンキーに割り当てて、ボタンを押すと任意のアニメーション動画が再生されるシステム
　　・ボイスチェンジャーソフトにより、運用者と参加者がリアルタイムでコミュニケーションを行う機能











２　システム構成図
　　　※改修後の構成図は受託者が基本設計時に作成し、県の確認を受けること
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]





























第３章　映像システムの構成要件
１　基本コンセプト
　　・エネルギーに関する「学習映像」、「クイズ」、「ゲーム」の３つのコンテンツを盛り込むことを基本とする
・タッチパネルやセンサー等の使用により、参加者の直感的な動作を通じて、クイズの回答やゲームの体験ができる構成とする
　　・エネルギー・原子力についての正しい知識の普及・啓発に資することを目的とし、予備知識がなくても理解可能で、楽しむことができる内容とする
　　・システムは、オフラインの環境下により構成すること

２　体験人数・回数
　　・現行システムと同等程度の人数（１００人：２人×５０台）が同時に体験できる構成とする
　　・年間１，５００時間程度の稼働を想定すること

３　ターゲット
　　・メインターゲットは、小学校中～高学年とする
・ただし、メインターゲットに限らず、保護者の大人も含む幅広い年代の来館者に訴求する汎用性のある内容とすること
・「学習映像」、「クイズ」は、参加者の年齢層（以下の分類）に応じて、運営者が事前設定により難易度を変化させることができる仕様とする
　　　　①小学校低学年
　　　　②小学校高学年
　　　　③中学生以上

４　ストーリー
　　・「学習映像」、「クイズ」、「ゲーム」の体験について、アニメーションにより各コンテンツの流れをつなげるストーリー構成とすること（アニメーションは、２Ｄか３Ｄかは問わない）
　　・「３　ターゲット」で示すメインターゲットを最も念頭に置いた構成とすること
　　・体験者が学びを得るとともに、他の参加者とも協力して達成感が得られるようなストーリー構成とすること
　　・クイズやゲームの成績を数値化し、その結果に応じて、ストーリー展開を分岐させる構成とすること

５　キャラクター
　　・体験者が親しみやすいオリジナルのキャラクターを新たに制作すること
　　・キャラクターの著作権は福井県に帰属させること
　　・主要な１キャラクターについては、バーチャルアクターとして、リアルタイムで体験者と運営者との間で双方向の演出を行えるようにすること

６　体験時間
　　・映像コンテンツの開始から終了までの１回の体験における標準的な体験時間は約３０分とすること（学習映像は５分程度の所要時間を見込むこと）
　　
７　学習映像
　　・別途、制作、入手した学習映像を流すためのシステムを作成することとし、３の年齢層により映像を分類できるようにすること
　　・学習映像の作成は、本業務内には含めない
　　・学習映像は、随時追加していくことを想定し、年齢層ごとに５つ程度の枠を設定すること
　　・学習映像は、将来的な追加・入れ替えや、既存映像の活用等も想定し、メインストーリーとは独立した構成とする

８　クイズ
　　・クイズの出題や回答方式の設定およびシンキングタイム、正解発表、回答状況に応じた得点の数値化等の一連のシステムを作成すること
　　・クイズ問題を３の年齢層により分類できるようにすること
　　・クイズ問題の作成および出題、解説動画・パネルの作成は、本業務には含めない
　　・出題と解説部分は、①動画、②パネル（静止画）、③テキストのみの３パターンが問題ごとに選択できるようにすること
　　　ただし、提案によるクイズ形式によってはこの限りでない
　　・クイズ問題は、随時追加していくことを想定し、年齢層ごとに５０問程度の枠を設定すること
　　・あらかじめ設定した年齢層に分類された問題が、ランダムで出題されるシステムとすること




９　ゲーム
　　・複雑な構成でなく、初めてでも理解可能で楽しめるゲームを３種類以上制作すること
　　・ゲームは、原子力・エネルギー、科学など、体験者が何らかの学習を得られる内容とすること
　　・繰り返しチャレンジする意欲が高まるよう、適度な難易度設定とすること
　　・操作やルールの説明を盛り込むこと（ただし、１分以内で説明が完了する程度の内容とすること）

１０　バーチャルアクター
　　・バーチャルアクターアプリケーションを、バックヤード内に設置するパソコンにインストールし、リアルタイムに作動するキャラクターの映像を生成すること
　　・ボイスチェンジャー機能等により、運営者と体験者との間でのリアルタイムでの掛け合いを行うなど、双方向の演出ができる機能を設けること

１１　その他
　　・本仕様書に定めがない内容であっても、コンテンツの目的やコンセプト等に適合すると考えられる機能・方法等がある場合には、積極的に独自提案を行うこと



第４章　機器構成
１　基本方針
　　・機器の選定においては、可能な限りシステムを継続的に運用していくことを念頭に、サーバOSのアップグレードや故障等による機器の入替等の影響を最小限にできるよう努めること
・更新後の機器構成および台数は、出来る限り効率的な構成とすることを基本とし、第３章の構成要件を満たす内容であれば、現在の構成および台数にとらわれなくてもよい

２　調達・導入条件
　　・調達物品は新品でなければならない
　　・調達ハードウェアの保守部品について、機器導入後、可能な限り長期間提供可能となるよう努めること
　　・調達物品ソフトウェア等に関しては、納品時点で最新のサポート対象OSであることとし、契約期間中（～令和10年3月24日）にサポート終了を迎えないこと
　　・サーバ等は、ＲｏＨＳ（特定有害物質使用制限指令）に対応していること
　　・調達物品ハードウェアおよびソフトウェアの必要な日本語のマニュアルを最低１式用意すること
　　・県担当者が不要と判断する製品の梱包材は持ち帰ること。

３　廃棄・撤去条件
　　・新たなシステムにおいて使用しない旧機器は廃棄することとし、廃棄にかかる経費は本業務に含むこと
　　・パソコンの廃棄にかかるハードディスクのデータ消去については、委託者が所有するＨＤＤクラッシャーにより、物理的に破壊した後、受託者に引き渡し、廃棄するものとする
　　・機器の設置、撤去、内装工事等が必要となる場合は、関係法令に基づき、適切に対応すること。
・天井の石膏ボードおよび天井裏の吹付けについては、アスベスト調査を実施済み（H30年度：含有無し）のため、留意すること





４　機器調達の考え方
　　・次の（１）～（３）の分類に従い、機器の調達、選定、廃棄を行うこと

（１）更新が必要な機器（調達要件）
・現在、使用している機器で更新が必要な機器は以下のとおり
・プロジェクターの更新等に伴い、天井に設けられたプロジェクターボックスを使用しなくなる場合は、撤去および天井の復旧を盛り込むこと
・回答パソコンについて、利用者が触れる面のUSBポート等は物理的に塞ぐ、またはソフト的に無効化すること
・別途調達機器との整合確認は受託者が行い、不整合時の対応方法を明記すること

	[bookmark: _Hlk234317585]項目
	名称
	メーカー
	型番
	数量

	回答パソコン
	パソコン本体
	HP
	8100 Elite SF
PY-H-AY032AV-AYYQ
	50

	コンテンツ管理サーバ
	サーバ本体
	日立
	(HA8000/TS20AK)
GQUT20AK-A5NNLTH
	1

	
	モニター
	日立
	GQ-DT7170
	1

	
	KVMスイッチ
	ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ
	SW-KVM2HDC
	1

	映像接続切替器
	NTSCマトリクススイッチャ
	IMAGENICS
	SWX-1010
	1

	
	DVIマトリクススイッチャ
	IMAGENICS
	DVAX-72
	3

	メイン操作卓機器
	音声変換器
	Roland
	UA-4FX
	1

	
	フェーダーボックス
	TOMOCA
	TCC-100
	1

	
	デジタルディレイ
	BOSS
	DD-20
	1

	
	デジタルディレイフットスイッチ
	BOSS
	FS-5L
	1

	
	音声分配器
	IMAGENICS
	DA-144
	1

	
	ビデオプリンタ
	SONY
	UP-CX1
	1

	
	モニター
	EIZO
	FDV1001-BK
	1

	プロジェクター
	プロジェクター
	Panasonic
	PT-DS12K
	3







（２）更新が必要な機器（機器選定のみ）
・次に掲げる機器の更新については、別途、委託者が調達するため、本業務においては、調達にかかる費用は含めず、機器の種類、数量の選定および調達後の設定等を行うこととする
・調達後の保守等の対応は、（１）で調達した機器と同様に取り扱うことを前提とする

	項目
	名称
	メーカー
	型番
	数量

	回答パソコン
	タッチモニター
	Elo
	EL1900L-8CJA-1-GY-G
	50

	
	WEBカメラ
	Logicool
	QCAM-200RX
	50

	
	キーボード
	
	
	50

	
	マウス
	
	
	50

	運用パソコン
	パソコン本体
	HP
	8100 Elite MT
PY-H-AY031AV-APDN
	1

	
	モニター
	HP
	LA2205wg
	1

	バーチャルアクター用パソコン
	パソコン本体
	HP
	8100 Elite MT
PY-H-AY031AV-AOPO
	1

	
	モニター
	HP
	LA1951g
	1

	表示用パソコン
	パソコン本体
	HP
	8100 Elite MT
PY-H-AY031AV-APDN
	1

	
	モニター
	HP
	LA1951g
	1















（3） 今後も継続利用してもよい機器
・新たなコンテンツの運用上、演出の向上等のため、新しい機器に更新する場合は、既存機器と同等以上の性能を有する機器を選定すること
・新しい機器への更新を行う場合は、不要となる旧機器の廃棄を行うこと
・コンソールデスクを継続利用する場合に、新たなタッチパネルのサイズ等に合わせた固定などで、既存機器の改修を行うことは差し支えない
・スクリーンを継続使用する場合、現行の３分割用の分割枠（２本）を撤去することは差し支えない
・継続使用する場合でも、今後数年内に更新しなければ運用困難になるリスク等が考えられる場合は、委託者に事情および更新時期の目安を説明し、了承を得ること

	項目
	名称
	メーカー
	型番
	数量

	什器
	回答者卓（コンソールデスク）
	
	
	50

	
	回答者用椅子
	
	
	100

	
	サーバーラック
	
	
	2

	
	モニタリング用棚
	
	
	1

	
	指導者用レクチャー卓
	
	
	1

	
	音響設備ラック
	
	
	3

	
	来館者案内レクチャーテーブル
	
	
	1

	固定映像再生機器
	BlueRayディスクプレーヤー
	Pioneer
	BDP-V6000
	3

	
	BlueRayディスクプレーヤー
	SONY
	BDP-S370
	1

	音響機器
	メインスピーカー
	BOSE
	901SALOON
SPECTRUM
	2

	
	天井スピーカー
	Panasonic
	WS-A88
	4

	
	パワーアンプ
	Panasonic
	WP-1200A
	1

	
	パワーアンプ
	Panasonic
	WP-C104
	1

	
	ワイヤレスマイク
	Panasonic
	WX-4100A
	15

	
	サテライトミキサー
	Panasonic
	WR-X04
	1

	
	電源制御ユニット
	Panasonic
	WU-L67
	3

	カメラ設備
	ネットワークカメラ
	Panasonic
	BB-HCM715
	2

	
	ネットワークカメラ
	Panasonic
	BB^HCM581
	1

	
	監視用パソコン
	Dell
	Vostro3500
3091NP1285
	2



第５章　システム開発・導入に関する要件
１　業務実施体制
（1） 県側の業務実施体制
・県側の業務実施体制は、原子力安全対策課の職員が開発作業に参加するものとする

（2） 受託者側の業務実施体制
　　・受託者は、業務の円滑な推進ができるよう十分な業務体制をとるため、下記の技術者を選任すること。また、体制表を作成し、事前に県に提出すること
　　ア　プロジェクトマネージャー
　　　・同程度のシステム開発事業プロジェクトの経験を有する者であること
　　　・当該業務を円滑に推進するため、プロジェクトチームを組織し、適切な要員と資金を割り当てられる権限を持った者とすること
　　　・プロジェクトマネージャーは、事前に県が承認した場合を除き、委託開始からシステム本稼働までの期間中同一人物とすること
　　　・プロジェクトマネージャーは契約全般の調整および監理・監督を行い、業務の円滑な推進を図り、契約期間内に全ての契約業務を完成させること
　　イ　プロジェクトリーダー
　　　・当該業務に専属で従事し、Ｗｅｂ技術、データベース技術、ネットワーク技術に精通しており、プロジェクトの進捗管理をリードすることができる者とすること
　　　・プロジェクトリーダーは、事前に県が承認した場合を除き、委託開始からシステム本稼働までの期間中、同一人物とすること
　　ウ　開発メンバー
　　　・プロジェクトリーダーの下に、必要な開発メンバーを配置すること

（３）開発作業場所
・開発作業場所は、受託者側において用意すること
・開発作業場所に開発機器等を設置し、製造作業等を実施すること
・開発作業場所には、県の職員が随時立入、開発状況の確認等を行えること


２　開発スケジュール
　　・受託者は、作業に先立ち開発スケジュールを書面で提出し、担当職員の了承を得ること。やむを得ず作業スケジュールなどを変更する場合は、事前に協議すること

３　開発運営
（1） 報告・連絡
　　・業務の実施にあたっては、県に対して適切かつ十分な報告・連絡を行うこと
　　・県との窓口は、原則プロジェクトリーダーとして、県からの連絡が随時取れるような体制をとること

（2） 会議体制
　　・原則として、以下に示す会議を開催すること
　　・月１回の進捗状況確認会議では、現状の進捗状況を定量的な管理指標に基づき報告すること。問題点がある場合には、その解決策も同時に提案・検討すること
　　・各会議における議事録は、受託者が作成し、会議翌日から１週間以内に、県の承認を得ること
	会議種類
	頻　度
	会議内容

	全体定例会議
	３回程度
	進捗状況の報告

	進捗状況確認会議
	月１回
	進捗状況の確認
問題点の把握
解決策の検討


　　　　





４　保守契約の締結
システムの運用にあたっては、以下の内容等を盛り込んだ保守契約を別途締結することを前提とし、契約内容は、システムの設計内容等を考慮し、委託者と受託者が協議して定めるものとする
ただし、納品から１年以内は、プログラムの不具合や機器設置等の対応に起因する障害への対応は、受託者が無償で対応することとする

　（１）バックアップ
　　・受託者は、障害発生時に速やかにシステムが復旧できるようデータのバックアップを現地館内および受託者の社屋等の複数個所で保管すること
　　・バックアップは、プログラムの更新および改変を行う都度更新することとし、常に最新のバックアップデータを保管すること

　（２）障害時の対応
　　・システム全体の起動が困難となるような障害時には、障害発生から３日以内に現地での復旧対応に取り掛かることができる体制とすること
　　・システムの起動自体には影響しない個別機器の障害時には、障害発生から１週間以内の現地での対応開始を目安とし、障害の状況に応じて、委託者と協議することとする


第６章　教育・訓練に関する要件
１　操作研修
　・本稼働前において、（公財）福井原子力センター職員を対象に、２回以　　上操作研修を実施すること
　・研修の実施に要する費用一切は、本業務内に含むこと

２　運用マニュアル
　　・本稼働前において、運用マニュアルを作成し、（公財）福井原子力センター職員に配布することとし、稼働後１年間においては、操作職員の要望に応じて、随時マニュアルの更新、追加を行うこと
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